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「⽼いるデイトレーダー」 デイトレードも時流ではなくなりつつあるのか？ 
 
⽇本経済新聞２⽉５⽇の記事は「⽼いるデイトレーダー」である。デイトレードは⼀⽇の値
動きが激しい時にはその成果を出しやすい。つまり、⼤きなリターンが得られる可能性があ
るということである。ここしばらくは、株式市場にとって⼤きな環境変化があったが、それ
でもデイトレーダーが⼤きく動いた形跡がないとこの記事はいうのである。 
 
記事には、「松井証券では約定代⾦の
80%以上を 50 歳代以上、うち 39%
を 70 歳代以上が占める」と記され、
デイトレーダーが活躍しにくくなっ
てきた理由も挙げられている。 
 
デイトレーダーがいつごろから株式
相場で活躍をし始めたのかを知る⼿
掛かりとして、アマゾン Web サイト
で、紙で出版された「デイトレード」
「デイトレーダー」が含まれる書籍
を検索した。その結果、下表に⽰すよ
うに 2005 年、2006 年あたりにこの
タイトルでの出版の⼤きなブームが
あり、この頃にデイトレードへの参
⼊者が多かったのではないかと考え
られる。 
 
⼀番最初に確認できる書籍は「株素⼈でもデイ・トレード １
⽇３万円儲かる ⼩型成⻑株で儲ける 41 の法則（吉⽥明弘、
1999 年）」であるが、アマゾン書評では評価点が付いておら
ず注⽬度の低い書籍であったようだ。この時期には、まだデ
イトレードが⼀般に関⼼を持たれていなかった可能性があ
る。 
2005 年になると、「北浜先⽣♪デイトレ こう売買すれば儲
かりますよ（北浜流⼀郎、2005 年）」が発⾏されている。多く



の書籍を出している北浜先⽣が書籍を著したことは、いよいよブーム到来の兆しありとい
うことだろう。ただし、この北浜先⽣もこれ以降にはデイトレードに関する書籍は出してい
ない。アマゾンの出版傾向を⾒ても、2007 年からは細く⻑く出版が続いているがその数は
多くはない。 
 
2005 年当時に 40~60 歳であった⼈がデイトレードを始めたとすると現在 55~75 歳となっ
ている。新しい流⼊者がなければまさに⾼齢化である。 
 
 
デイトレード（Wikipedia） 
 デイトレードは⽶国で広がり、デイトレードによる破産者の増加、それによる銃の発砲事
件などの社会問題にもなった。 

⽇計り商いは、デイトレードという⾔葉が⽣まれる以前から、⽇本でも可能な⼿法ではあ
った。しかし、売買⼿数料が⾃由化される以前の取引に⾼額な⼿数料を必要とした時代には、
証券会社のディーラーでもない限りごくわずかの値幅（ティック）だけを⽬標として利ざや
を稼ぐ⼿法そのものが難しかった。また⽇本には有価証券取引税や取引所税など特有の税
制があり、株券の売買に売買価額の 1 万分の 6（証券会社）ないし 10（投資家）が課税さ
れていたことも障害となっていた。しかし 1999 年（平成 11 年）に取引⼆税が廃⽌され、
また 2001 年（平成 13 年）にいわゆる⾦融ビッグバンの⼀環としてループトレードの解禁
や証券売買⼿数料の⾃由化など規制が緩和され、⽇本でもいわゆるデイトレーダーが活躍
できる素地がうまれるようになった。 

⼿数料が⾃由化されてから証券会社は競うようにして売買⼿数料の値下げをおこなうよ
うになり、また個⼈⼝座獲得のための営業戦略などもあって、⽇本の⾦融界ではこれまで個
⼈投資家では不可能だったデイトレードに注⽬が集まることになった。また、証券会社もそ
れに合わせて個性的な独⾃サービスを競い、プロに近いチャートソフトを契約者に提供す
るようになった。 

21 世紀の IT ⾰命と共に⽇本でもデイトレードが⼀般⼈に浸透しはじめ、書店ではデイ
トレード関連の参考書籍が棚を埋めるようになり始める。カリスマトレーダーの登場も、こ
の頃である。同時に証券会社同⼠の競争激化による、⼿数料の値下げやサービスの個性化な
ども加速した。 

しかしライブドア・ショックを機とした新興市場の低迷などから、⽇計り商いは 2005 年
をピークに減少傾向となり、次第にスイングトレードや短期投資などの「持ち越し取引」が
増えるようになった。SBI 証券・松井証券・楽天証券・マネックス証券・カブドットコム証
券の 5 社が調査した結果、2005 年 12 ⽉をピークに⽉間の平均売買回転率は半分近い値に
まで低下している。 
 


